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１．問題と目的 

今日，体育科のあるべき姿が変わろうとし

ている。文部科学省，「教育課程部会，体育・

保健体育等に関する資料」（2015）によると，

「育成すべき資質・能力の三つの柱」に「ど

のように社会・世界と関わり，より良い人生

を送るか」「何を知って何ができるか」「知っ

ていること・できることをどう使うか」と記

述されている。（図１参照）また，この三つを

アクティブ・ラーニングの視点からどのよう

に授業改善をしていくのかという課題を挙げ

ている。今まで技能習得や楽しい体育と謳わ

れていた授業から，次のステップへの分岐点

に立たされているのではないだろうか。 

 

図１．体育・保健体育等に関する資料 

 

 高等学校における体育の目標は，文部科学

省，「高等学校学習指導要領解説，保健体育編」

によると「心と体を一体としてとらえ，健康・

安全や運動についての理解と運動の合理的，

計画的な実践を通して，生涯にわたって豊か

なスポーツライフを継続する資質や能力を育

てるとともに健康の保持増進のための実践力

の育成と体力の向上を図り，明るく豊かで活

力ある生活を営む態度を育てる。（5,25-28）」

とある。技能習得ではなく，これから続いて

いく人生の中で豊かなスポーツライフを送る

ための準備段階であると書かれている。高等

学校で行われる「体育」はスポーツに触れる

貴重な機会であり，豊かなスポーツライフを

送るために，自分の好みに合ったスポーツを

選抜する機会であると筆者は考える。 

 しかし，体育で学べることはもう少し多く

あるのではないだろうか。前述したとおり，

豊かなスポーツライフにつなげることは重要

であるが，スポーツを行う中で壁に突き当た

ることはよくあることである。その際に，諦

めてしまったり，すぐに他者に助けを求めて

しまっていては，自身で課題を解決する力が

付く機会がなくなってしまう。今，高等学校

で行われている体育はどうであろうか。教師

から生徒への一方向の教授が主として行われ

ている場合が多い。このような授業を教師が

行っていくと，生徒は課題に向き合った際に，

今まで自力で解決してこなかったが為に，解

決する方法が分からないままになってしまう

のではないだろうか。  

そこで本研究においては，生徒自身が課

題・疑問に感じたことについて把握し，それ

を授業者が答えでなくヒントを与えるという

方法をとることとする。そして生徒自身で，

具体的な解決法を探り，課題を解決していく

ことを目標にする。結果として，自身で考え

行動することにより，技能習得の面からみて

も有意な差が見られるのではないかと考える。 

 

 

 



２．方法 

（１）実習校と実習方法 

実習校：山梨県内 A高等学校 

実習期間：５月－１２月 

 

（２）授業実践 

対象：第２学年（３４名） 

日時：９月２６日－１１月１６日（全９時間） 

単元：「球技 バレーボール」 

単元について 

選択種目のうちのひとつであるバレーボー

ルは，６人でネットを挟み，相手とボールの

打ち合いを行う競技である。球技の中でも床

にボールを落としてはいけないという非常に

厳しい制約の中で行われるスポーツであるた

めに，基本のプレーを習得していないと試合

を行うことも困難となる。また，ネットスポ

ーツであり，ネットの高さが２ｍを超えるも

のであるため，身長によりプレーの幅が制限

されてしまう。本単元は９時間で行われてい

るが，前年度にもバレーボールの授業があっ

たため未経験者はおらず，全くボールが続か

ないということは考えられない。また，３４

名で体育館の半面を使うため，正式なコート

を立ててしまうと，生徒全員が活動する時間

が短くなってしまう。そのため，バドミント

ンコートにネットを張り，ネットの高さを２

ｍ１０ｃｍに設定することで，生徒全員がプ

レーすることができる。（図２） 

 

図２．バドミントンコートでのプレー 

 

本単元では，授業者が集団種目であるバレー

ボールの中で，生徒自身が「気づき」を持っ

た際に自分自身で解決できるようなヒントを

与えることを目指す。生徒に「気づき」や「考

える」機会を与えるように，授業内容に工夫

を加える。図３で示したような授業内容を行

う。 

 

図３．授業計画 

 

生徒の実態 

 通常の授業ではなく，選択で選んだ生徒た

ちの為，図４・５にあるように，バレーボー

ルに対して，否定感情はないように捉えるこ

とができる。しかし，選びたいものがなく仕

方なくバレーボールを選択している生徒が数

人いるため，モチベーションはそこまで高く

ないように観察される。また，選択者は自身

のバレーボール技能に対して，能力が低いと

とらえている。その為，技能が高まりプレー

の幅が広がることにより，意欲が生まれやす

いのではないだろうか。 

 

図４．バレーボール選択理由 



 

図５．自分自身のバレーボール技能について 

 

（３）「気づく」・「考える」を促すための手立

て 

１回目のオリエンテーション後，２－４回

目の授業で基本的な動きの指導を行う。ここ

では，前年度習った内容の振り返りの為，基

本的なポイントのみを指導し，上手くいくた

めのコツなどは生徒に提示しない。提示しな

いことで，生徒自身でうまくいくためにどの

ようなことをしたらよいのか考える機会を与

えるのである。また，実際に試行する時間を

多く確保することによって，成功・失敗の体

験をすることで，「なぜうまくいったのか？」

「なぜ失敗したのか？」と自らを振り返り，

成功するための方策を探ることができる。 

５－７回目では，リーグ戦を行う。リーグ

戦をする授業では，授業の前半にチームごと

時間を与え，試合で勝つために自分たちには

どのような練習が必要なのか考えさせ，練習

させる。チーム練習とリーグ戦を繰り返し行

うことで，試合の中での自分たちの弱点に気

づき，修正することで，自分たちのチーム力

を考える機会になる。また，勝つためにそれ

ぞれのチームで戦術などを，自分たちのチー

ムに合ったゲームの運び方を考えさせること

を目指す。 

８・９回目では，バドミントンコートでな

く，正式なバレーコートで試合を行う。これ

により，今までバドミントンコートで行って

いたところから，広いコートで行うことで，

プレーの幅も広がる。また，のびのびとプレ

ーすることで新たな発見もあるのではないか

と考えられる。また，最後の２回の授業では，

これまでやってきたチームを再編し，新しい

メンバーで行う。このことで，今までやって

きた仲間とは違うメンバーでプレーすること

で，自分の長所をアピールしなければならず，

新しい仲間とのコミュニケーションをとらな

ければならない環境を作り出すことができる。 

また，すべての授業の最後で，学習の記録

（図６）に図７のように振り返りを記入させ

る。生徒の思考内容の把握と共に，生徒から

の疑問に対して，答えに近づくためのヒント

を与える機会とする。 

 

図６．学習の記録 

 

図７．学習の記録の記入 



３．結果と考察 

（１）学習の記録の記述内容 

 ①第２－４回の授業内容 

 基礎的な練習を行い，授業の最後にゲーム

を行った。練習中の時間には，生徒がなるべ

くボールに触れる機会をつくった結果，９回

の授業のうち最も生徒の気づきが多く書かれ

ていた。そのうち，バレーボールを行う上で

の技能的な気づきと，ゲームを通してのコミ

ュニケーションの大切さへの気づきの２点が

多く見受けられた。（図８ー１１） 

図８．生徒 Aの記述 

図９．生徒 Bの記述 

図１０．生徒 Cの記述 

図１１．生徒 Dの記述 

授業内で指導していない内容についても自

分自身で振り返っており，バレーボールを行

うためのコツを学ぶことができていた。ゲー

ムの中でのコミュニケーションについても，

「ただ声が大切」ということだけでなく，「い

つ」「どのような声」が必要なのか自らの経験

から気づき，考えることができていた。 
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②５－７回目の授業内容 

リーグ戦を行った授業中には，試合の中で

の気づき，試合前のチーム練習での気づきが

多く見受けられた。さらに，次のリーグ戦へ

の課題を自分自身で考え出しており，記述す

る生徒が多くいた。これはリーグ戦を通して，

自分には何が必要なのかと自分自身を振り返

ることができており，気づくこととともに，

深い考えに及んでいるということができるの

ではないだろうか。（図１２－１５） 

リーグ戦を行う中で，授業者が足りないも 

図１２．生徒 Eの記述 

図１３．生徒 Fの記述 

図１４．生徒 Gの記述 

図１５．生徒Hの記述 

のを判断し，適切な練習を行うことは生徒に

とっても，たやすいことだろう。しかし，そ

うではなく，自分たちで練習メニューを決め

て行うことで，自分たちを客観的に見る視点

が鍛えられたと考えられる。課題を解決する

力はもちろんであるが，ここではそれ以前に，

なにが課題であるのかと判断する力が養えた

のではないだろうか。 

 

課題             

気づき            

 

 

 

 



③８・９回目の授業内容 

 最後の２回の授業で，それまでバドミント

ンコートで行っていた試合から，正規の広さ

で試合を行うことで，今まで以上のパフォー

マンスを行っていた。学習の記録にも，今ま

でのコート・チームの変化により，今まで以

上に声について書いている生徒が多く見受け

られた。（図１６－１９）コートが変わること

で，今まで行っていたことでは上手く試合が 

図１６．生徒 Iの記述 

図１７．生徒ｊの記述 

図１８．生徒 Kの記述 

図１９．生徒 Lの記述 

回らず，行動を変化させていたことが，観察

された。コートを変化させることで，生徒の

活動の枠を広げられたと言えるだろう。 
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④学習の記録の内容 

 学習の記録はすべての授業後に記入させた。

どのような授業を行ったときにどのような内

容が書かれているのか内容別に表にした。 

 

表１．学習の記述・内容別 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

授

業

内

容 

30 3 6 0 0 0 0 0 0 

気

づ

き 

3 19 17 17 10 5 7 5 5 

反

省 

1 16 21 25 26 27 27 29 33 

課

題 

0 3 2 8 10 20 17 7 1 

 

 表１のとおり，１回目のオリエンテーショ

ンでは，授業内容についてほとんどの生徒が

記入していた。２－４回目までの授業では，

気づきの内容について書いている生徒が多く

いた。反省については，２回目以降の授業か

ら記入している生徒がほとんどで，何が悪か

ったのか自身で振り返れていることがわかる。

しかし，反省のみで終わってしまっていて，

次につなげるためにどのような方法をとるべ

きなのか，というところまで迫れていない。

リーグ戦の期間に入ると，次の試合に向けて

の課題が多くあげられていた。これは，試合

に勝つために失敗してしまったことを具体的

にどのように修正したらよいのかということ

が考えられているからだと想定される。 

 

（２）授業前後の技能テストの結果 

 本単元の前後にオーバーハンドパスとアン

ダーハンドパスの技能テストを行った。これ

は，単元の中でバレーの最も基本で必須な技

能のアンダー・オーバーがどれほど身につい

ているのか，また，本研究において技能習得

にはどれほど効果があるのかといった指針に

なると考えたからである。授業者が目視で判

断するだけでも，生徒全体のスキルが上がっ

ていることは見とれていた。数値としては，

js-STAR version 8.9.7j（β版）を用いて，

１要因２水準（授業前後：授業前，授業後）

の被験者内分散分析をオーバーハンドパス・

アンダーハンドパスの技能テストの結果に適

応した。 

 

① 技能テスト（オーバーハンド）の結果に

おける１要因被験者内分散分析 

技能テストにおけるオーバーハンドパスの

結果を授業前後で分散分析を適用した。する

と授業前後での主効果は有意であった（F（３

３，１）＝３５．６４，ｐ＜．０１）。 

 

表２．技能テスト（オーバーハンドパス）に

おける授業前後の結果に関する１要因被験者

内計画分散分析表 

S.V      SS      df     MS      F 

------------------------------------------------ 

個人差     3009.4706  33  91.1961 

------------------------------------------------ 

授業前後    698.8824  1  698.8824  35.64 

** 

個人差ｘ授業前後 647.1176   33  19.6096 

------------------------------------------------ 

Total 4355.4706 67   

+p<.10 *p<.05 **p<.01 

 

 

② 技能テスト（アンダーハンド）の結果に 

おける１要因被験者内分散分析 

技能テストにおけるアンダーハンドパスの結

果を授業前後で分散分析を適用した。すると

授業前後での主効果は有意であった（F（３

３，１）＝３１．５３，ｐ＜．０１）。 



表３．技能テスト（アンダーハンドパス）に

おける授業前後の結果に関する１要因被験者

内計画分散分析表 

 

 S.V        SS       df        MS        F 

------------------------------------------------ 

個人差   2874.7794   33     87.1145 

------------------------------------------------ 

授業前後   705.3088   1   705.3088   31.53 

** 

個人差 x授業前後 738.1912   33  22.3694 

------------------------------------------------ 

Total     4318.2794   67   +p<.10 *p<.05 

**p<.01 

 

 

４．まとめ 

 分散分析の結果からも，本研究は技能習得

にも有効であったことがわかった。授業を通

して「気づく」・「考える」をテーマに行って

きたが，生徒からの聞き取りでも，「普段の体

育以上に考えることが多かった」と話した生

徒が多くいた。体育を通して技術習得と共に，

自分たちで考え，技能を高めていくことは，

生徒自身が授業をつくっていると言えるので

はないだろうか。「自主性」が大切にされてい

る今，本研究は自主性を高めることにも有効

ではないかと筆者は考える。 

 課題としては，本研究では「最低限の指導」

のみを行うこととしたが，最低限の指導のみ

で気づくことのできる生徒もいたが，そうで

はない生徒もいた。その生徒に対してのアド

バイスを行うことはできたが，本単元は，筆

者が専門知識を有していたため可能であった

ように考える。他の単元で行う場合には，そ

の単元の知識を深く有していないと指導でき

ないのではないか。さらに，今回学習の記録

を授業内に記録させたため，運動量が少なく

なってしまっている。授業時間外など，空い

ている時間で記入させることで授業内での運

動量を増やすことができるのではないだろう

か。 
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